
 

 

 

 

様式第６ 法第 48条第 1項第７号関係（保安林の指定又は解除関係） 

 

森林法第 25条の 2、第 26条の 2に規定する保安林の指定又は解除に関する事項 
 

（注）森林法の特例措置（保安林の指定又は解除）を必要とする場合に記載すること。 
 

森林の所在場所 全面積 
要指定 

（解除） 

実測又は 

見込面積 

備考 

市郡 町村 大字 字 地番 実測又は見込 

     ha  ha   

石巻市  渡波 袖ノ浜 10-1 0 2090 0 0052 魚つき保安林 

石巻市  渡波 袖ノ浜 10-3 0 0624 0 0338 魚つき保安林 

合計  0 2714 0 0390  

 

添付書類 

１ 指定・解除調書 

２ 指定・解除調査地図（ただし、法第 46 条第２項第３号に規定する土地利用方針に添付

する図面等に必要な事項が記載されている場合は省略可能とする。） 

３ 位置図 

４ その他必要な書類 

※ 保安林を森林以外の用途に供することを目的とする場合は以下を添付すること。 

(1) 転用の目的に係る事業又は施設に関する計画書 

(2) 転用に伴って失われる当該保安林の機能に代替する機能を果たすべき施設の設

置に関する計画書 

(3) 上記(1)、(2)の事業又は施設の設置について行政庁の免許、許可、認可その他

の処分を必要とする場合には、当該処分に係る申請の状況を記載した書類（既に

処分があったものについては、当該処分があったことを証する書類） 

注意事項 

１ 面積は、小数第４位まで記載すること。 

２ 調書及び図面等については、本マニュアルによるほか、「保安林及び保安施設地区の指

定、解除等の取扱いについて」（昭和 45 年 6 月 2 日付け 45 林野治第 921 号林野庁長官

通知）、「保安林指定調書等の様式について」（昭和 45 年 8 月 8 日付け 45 林野治第

1553号林野庁長官通知）その他の関係通知等に準じて事務を処理されたい。 

 

 

 

 

 

 

 













 

Ｎ 

（冠せず） 

 

保 安 林 解 除 調 査 地 図      
 

所在場所：石巻市渡波字袖ノ浜１０－１ほか１筆   

指定の目的：魚つき 

要解除面積：０．０３９０ｈａ   縮尺：１／５,０００   

Ｎ 

（冠せず） 

10-1 
10-3 

10-2 

事　　　　項 記　　　　号

要解除地及びそれに隣接する土地の地番 数字はアラビア数字を用いる。

要　解　除　地　の　区　画　線

要解除地を含む１団地の保安林の区域の境界線

魚 

魚 



 

（冠せず） 

 

保 安 林 解 除 調 査 詳 細 図      
 

所在場所：石巻市渡波字袖ノ浜１０－１ほか１筆   

指定の目的：魚つき 

要解除面積：０．０３９０ｈａ   縮尺：１／１,０００   

Ｎ 

山 

保 

（冠せず） 

畑 

公衆用道路 

保 

畑 

山 

公衆用道路 

畑 

山 

山 

山 

雑 

 

 

事　　　　項 記　　　　号

要解除地及びそれに隣接する土地の地番 数字はアラビア数字を用いる。

要　解　除　地　の　区　画　線

要解除地を含む１団地の保安林の区域の境界線

保 
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潮

堤
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備
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Ｎ
位置図

図示

-

案内図・位置図

本庁地域　佐須地区地区名

石　　　巻　　　市

路線名

図番

年度
設計

位置

石巻市渡波字佐須地内施工地名

設計者

縮　尺

図面名

工事名

S=1:5,000

-

S=1:50000

保安林解除計画区域

保安林の区域

凡　　　例

事業区域

佐須地区



事業計画書 

 

１．転用の目的に係る事業または施設の名称 

・事業名：市道祝田小竹浜線拡幅事業 

 

２．事業主体 

・事業者名 ：宮城県石巻市長 亀山 紘 （担当課：漁業集落整備課） 

・事業者住所 ：宮城県石巻市穀町 14-1 

 

３．当該事業の用に供するため当該保安林の土地を選定した理由 

a) 土地利用計画からの理由 

市道祝田小竹浜線は、牡鹿半島地域を広域的に連絡する主要地方道石巻鮎川線から分岐する形

で祝田から小竹浜までを連絡する道路であり地域間を連絡する役割を担っている。また住民バス

の運行ルートともなっており、地域の公共交通サービスを支える上でも重要な路線となっている。

「石巻市震災復興基本計画」(平成 23 年 12 月)では、地区別将来構想の中で重要路線として位置

付けられている。(下図赤枠が今回拡幅区間の概ねの位置) 

今回の事業対象区間は幅員が狭く自動車のすれ違いが容易でなく(写真)、また斜面地部分とな

っているため住民の移動の利便性、安全性の確保の観点から拡幅整備の必要性が特に高い。また

ルート上に佐須集団移転団地が新たに整備されるため、今後も、日常の移動ルートとしての利便

性、安全性をより高めていくことが求められている。これらより、必要最小限の道路拡幅整備を

実施するために止むを得ず保安林解除を要請するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 石巻市震災復興基本計画 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3-1,2 現況道路のバス通行状況 

 

b) 当該事業用地を当該区域外に求めることが困難である理由 

地域の交通利便性を支える重要な道路でありながら、現道の幅員が狭く、斜面地形である状況

をふまえて交通の利便性、安全性を高めていく上では、以下の方法が考えられた。 

ア. 市道祝田小竹浜線の拡幅整備 

イ. 佐須袖の浜線の活用 

ウ. 市道祝田小竹浜線の新規ルート整備 

 

上記の３つの選択肢を定性的に比較検討した結果が下表であり、「ア.市道祝田小竹浜線の拡幅

整備」を最も有力な方法として整理した。 

以上より当該区域外に道路拡幅用地を求めることは困難であり、必要最小限の道路拡幅整備に

該当する区域で既指定の保安林解除を止むを得ず要請するものである。 

  

 

比較要素 

ア.市道祝田小竹浜線

の拡幅整備 

イ.市道佐須袖ノ浜線

の活用 

ウ.市道祝田小竹浜線

の新規ルート整備 

地域交通利便性の

向上への貢献具合 

元浜と集団団地とを

つなぐ上で有利 ◎ 

集団団地利用者には

メリットがない △  

既存集落と防集団地

とをつなぐ点で地形

上の制約が大きい。新

規の用地取得の困難

性も残る。× 

ルート上の課題 両側に保安林指定が

されている △ 

海岸沿いのため津波

襲来時の危惧が残る

△ 

事業費(アを基本と

した際の比較) 

―(◎) ほぼ同程度 ◎ 過大となる見込み△ 

 

総合的な評価 

 

 

最善 ◎ 

 

次点 ○ 

 

劣る(実質困難) × 

 

  



c) 本事業において当該保安林を除外して計画することが困難である理由 

上記で選定されたルート(市道祝田小竹浜線)は、本事業区域内においては、道路の両側に保安

林が位置しており、拡幅に当たっては保安林を除外することは不可能である。 

このため、解除範囲が必要最小限となるよう計画することとした。 

 

４．申請面積について必要とする根拠 

拡幅後の計画道路幅員は、市道路課へ移管するために必要な道路幅員の最小幅員である、６ｍ

とした。（石巻市市道路線認定要綱より） 

当該道路は海側・山側両側に保安林が指定されている。この時、海側へ拡幅した場合、腹付盛

土あるいは既設の擁壁を撤去して斜面上への大がかりな土留め構造物の設置が必要となり、基礎

の床掘により余分な樹木の伐採が生じる。したがって、山側への拡幅とした。 

このとき、道路の幅員はバスの乗用車の離合可能な幅員及び市への帰属のため必要最小限の幅

員として、6ｍとした。また、切土法面勾配は通常 1：1.0 とするが、地山が軟岩であることから、

切土勾配を 1:1.0 より急な 1：0.7(法枠併用)として切土面積を必要最小限に抑えた。なお、当該

事業の設計にあたっては、道路構造令、宮城県土木設計マニュアル等に基づき設計したものであ

り、必要最小限度の面積としている。 

 

５．当該保安林の土地を使用する権利の種類及び取得状況 

       表 5-1 土地の権利の種類及びその権利の取得状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

６．事業等に要する資金の総額及びその調達方法 

 

(1)資金の総額 

\43,425 千円 

(2)資金調達方法 

・復興交付金効果促進事業 補助金：43,425（千円）（平成 28年 3月 31 日決定） 

 

 

７．事業等に関する経費 

 

 

 

   用地費内訳 

 

 

  



８．事業等に関する工事工程及び施設の種類・規模・構造 

 

(1)工事の工程 

 全   体 着工 平成 29年 5月 1日・完了 平成 29 年 11 月 31 日 

 保安林部分 着工 平成 29年 5月 1日・完了 平成 29 年 11 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)当工事により設置される施設の種類・規模・構造及び所在 

 



９．その他の参考となる事項 

(1)保安林以外の土地の権利の種類及び取得状況 

（「５．当該保安林の土地を使用する権利の種類及び取得状況」に併せて示す） 

 

(2)転用後の用途別面積（ha） 

 

(3)他法令等による許認可等の手続き状況 

本整備区域は、硯上山万石浦区域県立自然公園内に位置している。現在、県立自然公園条例

第 12 条第 1 項の規定により、硯上山万石浦区域県立自然公園内の普通地域内における工作物の

新築（改築・増築）の届出資料等のとりまとめを行っている。３月中を目処に行う予定である。 

 

(4)事業量及び事業の概要 

・市道拡幅整備：L=246.0ｍ 

・事業費：\46,000（千円） 

 

(5)予定施工業者 

本工事は石巻市が実施する事業であり、施工業者は清水・奥村石巻市復興整備事業共同企業

体が施工を行う。 

 

  

用地の現況 
保安林 山林 畑 公衆用道路   

転用後の用途 

道路用地 0.0390 0.0751 0.0163 0.0257

造成森林 -  -  -  -  

残地森林 -  -  -  -  

計 0.0390 0.0751 0.0163 0.0257

構成比(％) 

 残地森林率 

=｛(残地森林面積－若齢森林面積)/事業区域内の森林面積｝×100   ＝ 0.0％ 

※本道路事業区域内において残地森林は０haであるため、残地森林率は 0.0％ 

 

森林率 

＝｛（残地森林面積＋造成森林面積）/事業区域内の森林面積｝×100  ＝ 0.0% 

※本道路事業区域内において造成森林は０haであるため、森林率は 0.0％ 



(6)申請者について 

当保安林解除申請者は、事業者である石巻市である。 

 

(7)利害関係者の意見 

別紙のとおり 

 

(8)土量計算及び残土の処理方法 

 ・土量計算総括表（単位： ） 

土量計算 

区分 

 

切  土 

盛    土  

残  土 

 

備  考 切土転用土 不 足 土 

事業区域 763 - -  763

うち保安林 319  - -  319

 

(a)土量計算基礎 

別紙のとおり（様式 5） 

 

(b)残土処理 

 同事業で整備する桃浦において約 3000  の盛土（不足土）が必要であることから、現時

点では当事業区域の残土は、桃浦の造成盛土に利用する予定である。 

 
 

 



代替施設計画書 

 

１．土地の権利の種類及び権利の取得状況 

 

表 1-1 土地の権利の種類及びその権利の取得状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．代替施設に要する資金総額及び調達方法 

(1)資金の総額 

\30,600 千円 

(2)資金調達方法 

・復興交付金効果促進事業 補助金：30,600（千円）（平成 28年 3月 31 日決定） 

 

  



３．代替施設に要する経費 

 

 

                            事業費 \30,600 千円 

 

４．代替施設に関する工事工程及び種類・規模・構造・所在 

(1)工事工程 

   全   体 着工 平成 29 年 5 月 1 日・完了 平成 29年 11 月 31 日 

   保安林部分 着工 平成 29 年 5 月 1 日・完了 平成 29年 11 月 31 日 

 

 

  



(2)代替施設の種類・規模・構造及び所在 

 
 

 

５．その他参考となるべき事項 

(1)保安林以外の土地の権利の種類及び取得状況 

（「１．当該保安林の土地を使用する権利の種類及び取得状況」に併せて示す） 

 

(2)排水施設流量計算 

別紙 1.「流量計算書」のとおり。 

 

(3)流出土砂について 

流出土砂は工事中及び工事後各々について以下の方法により処理する。 

・工事中：仮設沈砂池（２か所）により処理 

・工事後：排水施設(側溝)の余裕高差分に堆砂させ、定期的に浚渫する。 

 

流出土砂量及流域図を次ページに示す。 
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(4)流末処理の方法 

本事業区域内排水施設の流末は、同事業により整備する排水施設により、市が管理する排水路に

接続する計画である。 

（流末水路の流量計算を、前項(2)の流量計算書に併せて示す。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 5-1 流末処理計画 

  



(5)安定計算 

事業区域内において、一部既存の石積み擁壁が設置されている。本工事においては、道路を山側

へシフトさせることにより、現状より石積みに作用する荷重を軽減させる計画であるが、市道拡幅

工事後の条件における既存石積みの安定性を確認する。 

石積みには表面を保護する張りコンクリート(t=20cm)を施すため、石積みの厚さを 35ｃｍ＋裏コ

ン 15ｃｍの国交省標準設計断面程度のブロック積擁壁として照査する。 

なお、安定の照査方法は、支力線法により行った。 

 

照査の結果、当既存石積みは安定していることが確認された。 

（計算結果は別紙 2.石積安定計算書のとおり） 

 

(6)切土法面の処理方法 

 切土法面については、勾配を 1：0.7 とし簡易吹付法枠工により表面処理する計画である。 

 

(7)工事中の防災計画 

工事中は拡幅する道路上に素掘水路を設置し、№１付近の市有地内に設けた仮設沈砂池により

流出土砂を処理する計画である。 

                 図 5-2 防災計画案 

  



(8)幅杭設置幅の余裕について 

幅杭設置幅の余裕は、下表の 0.7ｍ確保すべく、法肩部のラウンディング及び法枠の設置を考

慮し、幅杭から図上の法肩まで、1.0m 確保することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 幅杭設置余裕 

（出展：東北地方整備局 設計施工マニュアル（案）[河川編・道路編]H15.4 P2-2-22） 



９．その他の参考となる事項 

(1)保安林以外の土地の権利の種類及び取得状況 

（「５．当該保安林の土地を使用する権利の種類及び取得状況」に併せて示す） 

 

(2)転用後の用途別面積（ha） 

 

(3)他法令等による許認可等の手続き状況 

本整備区域は、硯上山万石浦県立自然公園内に位置している。現在、県立自然公園条例第

12 条第 1 項の規定により，硯上山万石浦県立自然公園の普通地域内における工作物の新築（改

築・増築）の届出資料等の取りまとめを行っている。3 月中を目処に行う予定である。 

 

(4)事業量及び事業の概要 

・市道拡幅整備：L=246.0ｍ 

・事業費：\46,000（千円） 

 

(5)予定施工業者 

本工事は石巻市が実施する事業であり、施工業者は清水・奥村石巻市復興整備事業共同企業

体が施工を行う。 

  

用地の現況 
保安林 山林 畑 公衆用道路   

転用後の用途 

道路用地 0.0390 0.0751 0.0163 0.0257

造成森林 -  -  -  -  

残地森林 -  -  -  -  

計 0.0390 0.0751 0.0163 0.0257

構成比(％) 

 残地森林率 

=｛(残地森林面積－若齢森林面積)/事業区域内の森林面積｝×100   ＝ 0.0％ 

※本道路事業区域内において残地森林は０haであるため、残地森林率は 0.0％ 

 

森林率 

＝｛（残地森林面積＋造成森林面積）/事業区域内の森林面積｝×100  ＝ 0.0% 

※本道路事業区域内において造成森林は０haであるため、森林率は 0.0％ 



(6)申請者について 

当保安林解除申請者は、事業者である石巻市である。 

 

(7)利害関係者の意見 

別紙のとおり 

 

(8)土量計算及び残土の処理方法 

 ・土量計算総括表（単位： ） 

土量計算 

区分 

 

切  土 

盛    土  

残  土 

 

備  考 切土転用土 不 足 土 

事業区域 763 - -  763

うち保安林 319  - -  319

 

(a)土量計算基礎 

別紙.3「数量計算書」のとおり。 

 

(b)残土処理 

 同事業で整備する桃浦において約 3000  の盛土（不足土）が必要であることから、現時

点では当事業区域の残土は、桃浦の造成盛土に利用する予定である。 

 
 

 


